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ウラジオストック方面

～2000年頃

ロシア艦隊オホーツク海にて
戦略軍事演習「ボストーク2022」

2000年～2025年頃

北朝鮮ICBM級弾道ミサイル
「火星１９」（多弾頭化）

：海自の常続的監視活動

：中国海軍の活動

：ﾛｼｱ海軍の活動

：海自の断続的監視活動

：北朝鮮軍事活動

北朝鮮戦術核攻撃潜水艦
公開2023

本邦周辺諸国における軍事情勢の推移

北朝鮮テポドン
1998年

ロシア太平洋艦隊
ウラジオストク1990年

ロシア艦隊日本海、オホーツク海、
北太平洋にて大規模演習「海洋2024」

周辺国の活動海域の拡大に伴い、海上自衛隊の対応海域も拡大（点から３次元へ）

ウラジオストック方面

：中国海軍の活動

：ﾛｼｱ海軍の活動

：北朝鮮軍事活動
中国海軍空母
「遼寧」

中国海軍空母
「山東」

中露共同航行
「海上協力2021」

中国潜水艦
尖閣接続水域内へ2018
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中国の公表国防予算の推移

北朝鮮弾道ミサイル発射数の推移中国近代潜水艦の推移 中国近代艦艇の推移

ロシアの公表国防予算の推移

本邦周辺諸国における軍事情勢の推移

稼働率向上のための後方支援の活動増大
正面・後方の両面において業務量の増大

2010年頃を境に艦艇数が逆転し、その差が拡大中 →
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年 度 S51 H07 H16 H22 H25 H30 R04

防衛力
整備
計画等

関連
国際
情勢

海自の対応
及び

体制・態勢
に係る変化

1～4次防 51大綱 07大綱 16大綱 22大綱 25大綱 令和４大綱

基盤的防衛力構想 多機能で弾力的な実効性
のある防衛力

動的防衛力 統合機動防衛力 多次元統合
防衛力 防衛力の抜本的強化

30大綱

ペ
ル
シ
ャ
湾
派
遣

H03

海
上
警
備
行
動
・
能
登
半
島
不
審
船

11

イ
ン
ド
洋
派
遣
（
テ
ロ
と
の
戦
い
）

13

海
上
警
備
行
動
・
海
賊
対
処

海
上
警
備
行
動
・
中
国
原
潜
領
海
侵
犯

16 2155

自
由
で
開
か
れ
た
イ
ン
ド
太
平
洋

28

弾
道
ミ
サ
イ
ル
破
壊
措
置
命
令
常
時
発
令

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
と
の
戦
略
的

パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ

26 06

侵略の未然防止
侵 略 対 処

大規模災害等各種
の事態への対応

より安定した安全
保障環境の構築へ

の貢献

国際テロ・大量破壊
兵器への対応強化

南西諸島重視

ｸﾞﾚｰｿﾞｰﾝ対応

統合運用
機動展開力
持続性を重視

宇宙
サイバー
電磁波

を含む領域
横断作戦能
力の強化

反撃能力（敵基地攻
撃能力）スタンドオ

フ防衛
無人アセット活用

警
戒
監
視
に
お
け
る
武
器
の
使
用
権
限
明
確
化

05

海上自衛隊の任務の拡大

〇初の海外派遣任務 〇海警行動が一般化
〇防衛行動及び同待機の恒常化 〇対処海域が太平洋に拡大〇海保の能力を超える事象

R01

Ｒ
Ｉ
Ｍ
Ｐ
Ａ
Ｃ
参
加
開
始

パ
シ
フ
ィ
ッ
ク
・
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
参
加
開
始

19

カ
カ
ド
ゥ
参
加
開
始

フ
リ
ー
ダ
ム
・
エ
ッ
ジ
参
加
開
始

パ
シ
フ
ィ
ッ
ク
・
バ
ン
ガ
ー
ド
参
加
開
始

コ
モ
ド
参
加
開
始

Ｐ
Ｓ
Ｉ
海
上
阻
止
訓
練
参
加
開
始

熊
本
地
震
に
伴
う
災
害
派
遣

23

東
日
本
大
震
災
に
伴
う
災
害
派
遣

派
遣
海
賊
対
処
部
隊

新
拠
点
初
設
置

Ｓ
Ｗ
Ａ
Ｔ
Ｔ
参
加
開
始

ノ
ー
ブ
ル
レ
イ
ブ
ン
参
加
開
始

日
豪
ト
ラ
イ
デ
ン
ト
参
加
開
始

日
独
共
同
訓
練
参
加
開
始

0２

マ
ラ
バ
ー
ル
参
加
開
始

日
米
豪
タ
リ
ス
マ
ン
セ
イ
バ
ー
参
加
開
始

27
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防衛協力・交流を活用し、我が国にとって望ましい安全保障環境を創出
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海上自衛隊の海外展開活動

（情報源：防衛白書、防衛省ホームページ、各種公刊情報）

豪海軍主催の
多国間共同訓練

KAKADU

その他

寄港国との訓練

各種親善訓練

南シナ海における共同訓練

MCA

日英米豪加諾共同訓練において
英CSGとも訓練

共同訓練

IMX

その他
米国主催

国際海上訓練

マラバール

日米印豪共同訓練

海上自衛隊演習

海自主催
日米豪加新仏共同訓練

ﾊﾟｼﾌｨｯｸ・ｳﾞｧﾝｶﾞｰﾄﾞ

米海軍主催の
多国間共同訓練

海賊対処行動

米国主催の世界最大級
共同訓練

その他

RIMPAC

その他

UNITAS

米国主催の
多国間共同訓練

西太平洋
潜水艦救難訓練

海自潜水艦含む
多国間共同訓練

第151連合任務群

その他

・年 間
約40か国、180回以上の共同訓練等
約6,000人が海外で活動
（海自現員約42,000人中、約15%）



現在の海上自衛官の勤務の特徴

情勢の変化 特 徴

質
的
変
化

〇２４時間３６５日、我を重要攻撃目標として指向する

対象国艦艇等と対峙

〇武装した海賊の活動を常時監視しつつ民間船舶を護衛

〇予備艦（機）として指定される回数の増加

〇幕僚活動、後方支援業務の多様化

〇長期に及ぶ高い緊張感の維持

⇒待機／休息中を含み即応体制維持の要求

〇高度な作戦・行動の実施

⇒乗組・搭乗勤務のみならず、司令部・後方

支援活動の負担増大

〇拘束時間の長期化

⇒自宅を不在とする時間が長期化し、家族負担

も増大

時
間
的
変
化

〇数的劣勢補完のため高稼働率を維持

〇各活動期間の長期化

〇情勢に応じた艦内体制の強化

（３直制→２直制、総員配置の回数増など）

〇帰艦・帰隊時間の短縮

（停泊中可動艦の乗員は２時間以内に帰艦など）

〇幕僚活動、訓練支援活動、後方支援業務の増大

情勢の変化によって、以下の特徴が顕著となっており、ストレス環境が恒常化
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総 括

現 在海上自衛隊創設時

教育訓練

海上自衛官の勤務態様の変化

 任務の増加に伴い、海上自衛隊の創設時と比較して、
  ①国家への貢献度、②勤務の拘束性、③生命の危険（個人の権利を制限）、④家族の生活への影響
 などが増大

我が国の領海
及び

周辺海域の防衛

望ましい安全保障環境の
創出

ハイレベル交流ハイレベル交流

海賊対処海賊対処

海上警備行動海上警備行動

我が国の防衛

海上交通の安全確保

海上交通の安全確保

親善訓練親善訓練

警戒監視警戒監視

海上協働活動海上協働活動

教育訓練
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